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放射線治療は 先見の明で令名高い梅
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放射線治療は、先見の明で令名高い梅
垣洋一郎先生が国立がんセンター発足時
に信州大学から来任した 先見過ぎて 重に信州大学から来任した。先見過ぎて、重
粒子線構想を屡々主張される機会があっ粒子線構想を屡々主張される機会があっ
たが、当時の国立がんセンター全体の予
算より大きいような話だ た 幸いに放医算より大きいような話だった。幸いに放医
研で現実のものとなった。
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梅垣先生発表資料『癌研特別セミナー�２００８年度長与賞受賞�「がんの放射線診断・治療の研究と�重粒子線治療の実現」』より




